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サソスクリット古典文学の人間像（その1）
　　　　　　　　一カーリダーサ作『ラグ王統譜』より
高　橋 明
Human　Images　of　Classical　Sanskrit　Literature（1）
　　　　　　　　　　　　　From　Kalidasa，s　RaghzmamSa
Akira　TAKAHASH　I
　Ka1idasa，　the　磁ost　ce｝ebra亀ed　Poet　throughou重　毛he　loRg　history　of　iadian
literature，　depicted　the　g1面ous　history　of　the　Raghu　race　in地脚搬卿．短this
somewhat　long　ep圭c　the飯s重three匿ngs，　Dil呈pa，　Raghu，　and　Aja　and　the　last
掻ng，　A即ivarna　provide　interesting　examples　of　human　images　of　the　warri◎r
class　of　ancient沁d呈a，　in　spite　of　a　k嚢ld　o｛◎ne－－dimensionality　of　their　characters．
　They　are　usually　ide滋kings，　fa魚ers　a豆d　husbands　a簸d　s◎metimes　ide温10vers
£◎O．ThUS宅he　StriC重ObServanCe　Of　the茎n◎ral　preCeptS　Of　their亘斑e　and　ClaSS　iS
cQm鶏o鷺to　all　of　them　except　f◎r　Agnivama，　who　was　a　typical　debauchee　and
磁ed　fτ幡co無su疋nptio簸caused　by　excessive　debauchery，
　The　ai狙of重his　article　is　to　show　some　examp｝es　of　typ圭cal　human三魚ages丘◎m
some　major　works　of　classical　Sa識sk孟王iteratue短order　to　exatnine　whether　the
strong　and　peculiar　obsessio旦to血e　moral　code，　which呈s　one　of　the無ost　striki獄9
characters　of　modern　I漁dian　litera£蟻re，　is　also　found　out　圭n　classical　Sanskrit
王iterature　or　not．
はじめに
　一般にわれわれ日本文学に親しんだ者にとっては、善人も悪人も同じ人間であり、そうした人
間を善も悪も含めて描くものが文学であるが、現代イソドの文学者にとっては善人だけが人間で
あり、人間の善を描くものだけが文学である。美醜でいえば、美にのみかまけて、醜をかえりみ
ない。正しいものはつねに美しく、美しいものもつねに正しい。モラルの点からいえば、社会的
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規範がなによりも優先され、個人のひそやかな悪徳への関心は抑圧される。これらはすぺて近代
以降のヒソディー文学に顕著な特徽である。窺代文学のこうした著しい倫理的性格が、イソドの
古典文学にも見られる伝統的特微であるかどうかを、サンスクリッ5古典文学の主要な作品のい
くつかから、典型的な人問像をとりあげて、検証するのが小論の臼的である。
1
　サソスクリット古典文学を代表する詩人カーリダーサ（K菰dasa，5世紀頃？，以下、　Kと
略す）によるMahfikAvyaと称される美文体叙事詩『ラグ王統譜釦磁8勧澱細（以下、　Rと略
す）は、古今を通じてイソド文学中の最高傑作の一つに数えられてきた作最である。19章、1567
詩節からなり、1～9章はDiliひa，　Raghu，　Aja，　Da6arathaの婆薫の記述にあてられ、10～15
章で史上名高いRama伝説が物語られる。残りの4章においてRama以降の26王の軌跡が、数
人の例外を除いて、駆け足で語られる。これらの王は、荒淫のために世継ぎを見ないままに死ぬ
最後の王Agnivamaを除けば、いずれも古典蒋代の理想的君主であり、武人である。
　以下、どのような人間像が描かれているか、最初の3王と、最後の1王の、計荏人を取り上げ、
例を挙げながら順を追って見て行くことにするが、その前に論述の前擾となるべき事柄を述べて
おく。
　第一一e：、Rの物語は、純然たる歴史的事実をもとにしているわけでもなけれぱ、かといって詩
人によるまったくの創作でもなく、すべてはヒソドゥー教の神諾世界のできごとを下敷きにして
いる。たとえば、Da6ara癒a王は最愛の息子との別離の悲しみから悶死する（ZZ　－10）という人
間的な一面をもちながら、その統治は約1万年の長きにおよんでいる（X－1）。ことに
DaSarathaの息子で、神の化身としてAw　ffもインドで広く信仰されているREma王の行状につ
いては、そのすべてを神話そのものの繰り返しと受けとるよりしかたがない。そのために、Rの
申心的部分であり、分量からいってももっとも長い部分でありながら、ラー一“7一ヤナに基づいた
物語に登場するDa6aratha以降の王たちは、ここでは考察の対象にしない。
　第二に、17章A£hitiから、18章SudarSana　Stでの、22王についての描写は単調な繰り返しの
み多いため、やはりここでは扱わない。
II
ラグ王家
偲々の王の物語が始まる前に、ラグ家の諸王に共通する、大意次のような美質が述べられる。
生まれてより汚れなく、行為は必ず成果をもたらし
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領土は海におよび、戦車は天に通ず（1－5）
誤りなく祭犠を執行し、望むままに布施を与え
罪にふさわしく罰し、蒔に応じて行動する（1－6）
与えるために蜜をたくわえ、真実のために言葉少なく
名声のために征服し、子を得るために婁る（1－7）
幼くして学問を学び、若くして快楽を楽しみ
老いては苦行者となり、最後にヨーガにより死に至る（1－8）
　特に（1－8）の記述は、人生を6Srama　8呼ばれる四つの住期にわける、インド社会の伝統
的規範をそのままに述べている。しかし、Rの全体を見て、これらの美徳と規範を完壁に体現し
ているといえるのは、ヴィシュヌ神の化身であるR翫maよりも、むしろ物語の冒頭に登場する
王Di1加aである。
Di恥）a釜
　Dih“pa　“e対する称賛は王一13～30にわたっている。これを見れば、理想的看主の姿がどのよう
なものとされていたか知ることができる。大意は以下の通り。
　　　　　　　　　　　さ　ら
分厚い胸に、雄牛の肩、娑羅の木のように高い背に、長い腕
武人の義務が、おのれの務めを果たさんと宿った体（1－13）
須弥皮のように、おのれの力と光輝と高さによって、他のすべてを圧倒して
彼は大地にそびえ立つ（王一14）
肉体にふさわしい知恵、知恵にふさわしい知識
知識にふさわしい行為、行為にふさわしい成果（1－15）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
恐ろしくもまた好ましくもある徳のゆえに、臣下にとって彼の王は
海獣と宝石の海のように、近寄りがたくもあれば、近しくもある（1　－16）
王の統治のもと、御者に従う車のように、始祖マヌの定めた道から
毛ほども臣民は逸脱することなし（1－17）
臣畏の幸福のために彼は税をとる
太陽が千倍にして返すために（大地から）水を吸い上げるがごとし（1－18）
軍隊は飾りにして、彼の統治の手段は次の二つ
学問に通じた知恵と弓に張った弦（1－19）
彼の隠された意図、表情、しぐさの意味は、事成って後、そうと知られる
報いを見てはじめて前世の行為が知られるように（1－20）
恐れなくしてわが身を守り、健康でありながら宗教儀礼をとり行い
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無欲にして窟をたくわえ、執着せずして快楽を楽しむ（1－21）
知識と沈黙、力と許し、布施と謙虚な心
たがいに結びつく美徳はあたかも生まれを面じくする（1－22）
快楽にひかれず、諸学問に通じ
ダルマに専念する彼は、老いなくして、円熟を得る（1－23）
臣民を従わせ、守り、育てる彼こそは真の父
彼らの父はただ生みの親というのみ（1－24）
秩序のために罰すべきを罰し、子を得るために結婚する
賢者たる彼にとっては、利得と愛欲も正義のため（1－25）
供犠のために彼は地を搾り、イソドラ神は穀物のために天を搾る
かくたがいに富をやり取りしつつ、両者は両界をささえる（1－26）
臣民を守る彼の名声には、他の王たちは届きがたい
他人の財から遠ざけられ、盗みはただ言葉のうえで耳にするのみ（1　－27）
病人にとっての薬のように、敵であっても、正しい者は重んじられ
　　　　　　　　　　　　いと
蛇にかまれた揃のように、愛しくはあっても、邪まな者は遠ざけられるべし（1－28）
ブラフマ神は確かに彼を5大要素（地、水、火、風、空）をもって作った
彼の美徳は、それゆえにすぺて他者のために存在する（1－29）
海岸線を城壁に、海を堀とし
唯一の支配者として、彼はあたかも一都市のように大地を支配する（1－30）
　正妃Sudak§i磁とのあいだに世継ぎが生まれないことから、王と王妃は帝師Vas瞬h3の苦行
林におもむく。Vasi§thaは、聖なる雌牛に澱して、かつて王がそれと知らずに礼を失したこと
があり、そのため聖牛の呪いを受けて、男児に恵まれないのだと不妊の原国を解き明かす。雌牛
の仔で、同じく神通力をもつ別の雌牛に奉仕することによって、子を得ることができるとも語る。
妻とともに21日間雌隼に仕えた彼が、ヒマラヤ山中でライオソに襲われた雌牛の身代わりに、わ
が身を差し出そうとしたとき、呪いは解ける。雌牛の乳を飲むことによって王妃はRaghuをみ
こもる（1～H）。成人したRaghuに王位を譲り、　Dilipaは王妃を連れて、苦行のために森に
隠棲する価一70）。また、やがて寿命がつきて天に上ったことも暗示されている（M－69）
　君主として、武人として、理想的であっただけではなく、D盗paは夫としても、父としても慈
しみ深い人物として描かれている。
　そもそも大規模な後宮をもちながら、彼は正妃Sudaks海aがいればこそ自らを妻あるものと
考えている（1　－32）。彼女はMagadha国の出身であったが、王は名家の女との問の息子は現
世でも、来世でも人を幸福にするものだといっているく1　－69）。つがいの仲の良さで知られる
アカツクシガモのような二人の互いにたいする愛｛青は、慰子を得ていっそう深まった（M－24）。
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　Vasis‡haに会いに行く途中で、彼は王妃に対して、こまやかな心づかいを示す。道々、景色
を妻に捲し示しながら、彼はいつ道中が終わったのかにも気づかないほどであった（1　－47）。
馬車から下りるときにも彼は妻に手を貸す（1－57）。雌牛に奉仕する際にも、彼は妻を気づかっ
て、森に隅行しようとはしない（II－3）。妊娠した妻にも、遠慮から欲しいものを直接いえな
いようでは困るからと、侍女たちにわざわざたずねさせている侮一5）。
　乳母に手を引かれ、カタコトをしゃべり、かつ父に対して礼を忘れない恵子を見て、彼は喜ぶ
（M－25）。特に幼い息子を膝に抱いて、霞を細めて父親としての幸福にひたっているDilipa
王の姿は、全編の中でももっとも印象深い詩節の一つである（M－26）。
　人閻ばかりか、周囲の生き物たちにも彼がやさしい配慮をしていることをうかがわぜる箇所が
ある。苦行林につくと、彼は御者にまず馬たちを休ませよと命じる（1　－54）。鹿たちも、彼の
やさしい心を知って、彼が弓を帯びているにもかかわらず遠くへ逃げようとはしない（II－11）。
ライオソに食われようとしている雌牛の、おびえた目を見て、彼は苦しむ者を救うことこそが武
人の義務であるQ義務に背いて、国を保ち、命ながらえて何の甲斐があろうとわが身を身代わり
にすることを決心する（II－52～53）。敵であるべき、そのライオソに向かってさえ、いったん
書葉を交わせぱすでにたがいに友である、友の頼みを聞いてくれという（II　－58）。
　さらに王は、正しいだけではなく、その外見からも美しい人物であった。武人として、たくま
しい肉体をしていることはすでに引用した箇所からもあきらかであるが、それだけではない。苦
行林への途中で、ili会った鹿のつがいの目は、薫と王妃の目の美しさに匹敵するものであった
（1－40）。二人は、途中の池の蓮の花の匂いに、自分たちの息の匂いと岡じものを嗅ぐ（1－
43）。雌牛を守護しながら、森から帰途につく王の力強い体を運ぶ、優美な足の動きに、道その
ものが美しく飾られる（II－18）。彼の指の爪は光輝き（II－31）、苦行のためにやつれた顔も、
ひさかたぶりに王を迎える都の人々にとっては、上ったばかりの月のように美しい（II－73）。
　武士階級の人闘に要求される美徳をすべて備えるだけではなく、一方で節鰯と禁欲を知る彼は、
国という名の苦行林で、苦行をする行者にもたとえられている（1　－58）。そのうえたくましく、
かつ美Lい肉体の持ち主として、人生の快楽の享受の資格においても欠けるところがない。現代
の読者にはかえって反感をまねきかねないような完全無欠な人問像であるが、実際にはむしろ好
ましい印象を受ける。一つには、妻と息子に対する彼の愛情が、人問らしい真情にあふれたもの
であり、現実にはありえない理想的な人間像でありながら、上に鋼を挙げたような細部にわたる
自然な描写のせいで、道徳の化け物であるかのような印象を受けないことがある。
　さらに、これほど完壁な人聞が、そもそも雌隼に呪いを受けたのは、月経を終えた後沐浴によっ
て体を清めた董妃との交わり（それ自体は宗教慣習上の義務であったが）のことを考えていて、
たまたま近くにいた牛に気づかなかったという、いささかこっけいな事件が発端であったという
ことがある。久米の仙人的な譜諺を感じさせられる箇所である。
　また、その呪いの結果、長く子宝に恵まれなかったこと。世継ぎを得るために、もう少しで命
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を落とす苦行に務めなければならなくなったなど、読者の同情を得るにたる事件もあった。
　R全体の中でも、短いながらDihpa王の物語は、その麟的完成度においてもっとも優れてい
る。D鐵pa王は、成熟した、堂々たる男性の理想像として、　Kの創造した人間たちの中で、女性
の理想像たるシャクソタラー姫とならんで、記憶される価値のある人物である。
Raghu王
　Raghuの生涯でもっとも重要な出来事として、詩人が力を込めて描いたのが、彼の世界翻覇
の大事業であることはまちがいない（W－26～88）。実質的に第4章のすべてをそれに費やして
いることからもそれがわかる。KによるR創作の動機をあきらかにし、またRの中になんらかの
歴史的事実を見ようとする場合には重要な示唆に富んだ箇所であるが、残念ながらRaghuの人
物像は徒服事業の陰にまったく隠れてしまっている。
　父bilipaと違って、そもそもRaghuは周囲の人間たちとの接点が少ない。彼の人間性をうか
がわせるエピソードは、皇太子となった彼が父の100購録の馬綱祭の馬をイソドラ神に奪われて、
それをとりかえすために神と戦ったこと（II－38～69）。世界鰯覇の後、それに関する大供犠を
行い、征嚴で得たすべての財物を布施しつくして、後の倉はまったくの空になってしまった。そ
こへ、遅れてやってきた一人のバラモンが、虜分の師匠に与えると約束した礼の大金をRaghu
に乞うた。布施を求めてきたものをむなしく帰す不名誉を恐れた王は、ヒマラヤに住む財宝の神
クベーラから、富を強奪しようとするが、いち早くそれを知った神は、神通力で王の倉を財宝で
満たす。喜んだバラモンの祝福で、彼は患子Ajaを授かる（V－1～35）。この二つがあるだ
けである。
　最初のエピソーKでは父の命に忠実で、勇敢な息子としてのRaghuが描かれ、後のエピソー
ドでは、布施をする気前の良い王としての彼のスケールの大きさが強調されている。しかし、イ
ンドラ神との戦いにしても、Dilipaとライオンとが対時したときのような緊迫感にかけている。
わずかに、他人の馬を盗む、どこかうさんくさいインドラ神を摺手にして、堂々の弁論を述べる
ところ、あるいは後段のエピソードの中で、てっとり早く財宝を得る手段として、クベ～ラ神か
ら奪い取ろうと思い立つところなどに、Raghuの武人らしい、勇猛果敢で率直な性格をわずか
に見ることができるのみである。
　Ajaの母となる女性はその名前も明らかにされていない。ラグ王家のしきたり通り、成人した
息子に位を譲った後、ヨーガの行を経て、死ぬが（ffl－24）、すでに物語の中心はAja王に移っ
ており、その最後も特に印象深いものではない。Raghuは、息子に恵まれなかった父D遊paや、
最愛の妃を失った息子Ajaのように、その一生においてなんらかの障害に編合うということが
一度もなかった。いわば完全な人問が、完全な人生を全うしたわけで、世界制覇の大事業を達成
し、Rの題名にもその名を残しながら、一人の人間としての印象の薄いこととの落差ははなはだ
しい。
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Aja王
　Vidarbha国王の妹lndu　natlの婿選びの式に参加したAjaは、数多くのライバルをおしのげ
て、晴れて彼女の央に選ばれる（V－39～W）。彼に対して恨みを含む恋敵たちは、結婚式の後、
花嫁を従えて帰途につく彼を待ちぶせる。激しい戦いの後、敵を打ち負かし｝g　Ajaは都に凱旋
する（瞬）。若い夫婦は幸せな毎鷺を送るが、ある臼、空から降ってきた花輪に打たれて、
王ndu凱a買は究んでしまう。帝師Vasi＄癖aの慰めにもかかわらず、悲嘆に暮れるA謳は、サラ
ユー一川とガソジス州との合流する聖地で、断食によって肉体を離れ、天上に上る（鴨）。
　婿選びの場面は、それ自体興味深いものであるが、A5aの人間をうかがわぜる記述はほとんど
ない。わずかに式を翌潤にひかえて、夜遅くまで彼が眠れないでいること（V－64）、いよいよ
Indumatiが彼に近づいたとき、はたして自分を選んでくれるかどうか不安におちいること（聡
一68）などである。純情というべきか。
　戦いの描写も、Raghuの世界制覇とは違って、具体的で、臨場感もあれば、ユーモラスな場
面もある。しかし、Ajaに関していえば見るべき描写はほとんど何もない。
　一方、彼の外面的な美しさの描写については、随所に例がある。彼は、ヒソドゥー神話のキュー
ピッドであるカーマデーヴァにたとえられる（V－63）。また、生まれ変わったカーマデーヴァ
のようなAiaの美しさを見て、他の王たちはindumatlを得る希望を失う（樋一2）。婿選びの
式の朝を迎えた彼を目覚めさせるための称賛の歌の中では、Ajaの美しさはまるで女牲のものの
ようである。肉付きのよい肩には夜の間にイヤリングの跡がつき、ベッFシーツにこすれて、体
につけた化粧のための香料も落ちてしまった（V－65）。くるくると懸る瞳をした彼の目は、花
びらの中に黒蜂を閉じ込めた蓮の花のように美しい（V－68）。彼の息の匂いは、こ蔭れる木の
花と、朝日に咲きそめる蓮華の匂いのようにかぐわしい（V－69）。赤い末の芽に落ちた、首飾
りの真珠のように白い朝露は、Ajaの赤い下唇に、臼い歯の光とともにこぼれた、艶かしい笑み
のように美しい（V－70）、などなど。
　しかし、Ajaに関してもっとも注目すべき点は、彼が唯一人間の弱さを露墨している人物とい
うことである。確かに、Da忌aratha王も狩猟の道楽に耽り、それがため行者の胱いを受け、やが
ては最愛の息子を手放す悲しみにたえられず死ぬ。だが、『ラグ王統譜』ではその悲しみの描写
はおざなりなもので、わずか一詩節ですまされている（双一1◎）。それに比べて、王妃を失った
Ajaの嘆きはその独白だけで、26詩節に及んでいる（畷一44～69）。
　彼は、どうしても生き返らない王妃を見て、生来の剛毅を捨て、湧柁の涙を流す。Kはいう、
鉄でさえも（苦）熱に会えば溶ける、まして人の身においてや、と（鞭一43）。王妃の遺体を茶
毘に付すために、お付きの者たちは遺骸を王の膝からむりやり引き離さなければならなかった
　（題一71）。命のはかなさをさまざまに説き聞かせるVasisthaの伝言を開いても、　Aja王の心
はまったく慰むことがない（頸一91）。悲しみのあまり王妃の後を追って死んだといわれること
を恐れ、また王子がいまだ幼かったことから、彼は王妃の湾像画と、夢の中での短い再会だけを
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心の支えに、その後8年を生き延びる（畷一72、92）。しかし、息子が成人したのを見届けた頃、
彼は蔦が建物を漫食するように、耐え難い苦しみを受け続けたために、不治の病に取りつかれる
が、それも彼にとっては亡き妻と再び会えることを思えぱ、かえって好ましいことであった（概
一
93～94）。聖地で断食によって究んだ彼は、天上に赴き、かつての妻と再会する（鴨一94～95）。
　ラグ家の他の王たちと比べて、Ajaのこの悲しみの人間的な魅力は群を抜いている。近代の文
学に特徽的な精緻な心理描写はなくとも、Ajaの独白とその後の行動との～致が、いいかえれば
署葉と行為との古典的な一致が、感情の真実と力強さを十分に伝えてくれる。
　しかし、だからといってA5aが理想的な王の枠からはずれているというわけではない。彼の悲
しみの中に人間的な魅力はもちろんあるが、それを社会的な規範と人間の真実との対立という、
現代のわれわれにとってなじみの深い視点から解釈することはあやまりである。Kにとってはそ
のような対立などそもそも存在していなかった。その証拠に、結婚の目的は息子を得るためとす
る、ラグ家の武人に課せられた規範に、痴aは一毘すると背いているようだが、息子Da6aratha
を得て、先祖にたいする義務を果たしたとの記述が一方にある（靱一28～3◎）。統治その他につ
いての言及は少ないが、妻にたいする愛におぼれて、政治の義務をおろそかにした様子はない。
Indumatiとの戯れの描写についても、度を過ぎて官能的なものは見られない。　Ajaの深い愛情
が正妻に対するものであったことも忘れてはならない。愛情ゆえにわが身を滅ぼすとはいえ、そ
の死は肯定的にとらえられている。後事を成人した息子に託し、聖地で断食によって肉体を捨て
た後、彼は天上界に再生し妻と再会し、幸福に暮らすのである。
　要するに、KはD盗paによってすべての面で円満な人間の理想像を、　Raghuによって覇王の
理想像を、A∫aによって恋する武人の理想像を描いたというべきである。　Ajaは婿選びの式によっ
て女の側からまず選ばれたとはいえ、ライバルたちを戦いで打ち負かして初めて彼女を本当に手
中にした。けっしてひよわな恋人ではない。彼によって、理想的王侯のひとつの典型釣な人間繰
が示されたのである。
Agnivama王
　最後に登場するAgnivama　U三は、　R全編中もっとも特異な人物である。父によって敵を除か
れた王国を受け継いだ彼にとっては、国とは守るものではなく、まずなによりも享受すべきもの
であった（X双一3）。身分の上下を問わず、手あたりしだいに女を求めた彼は、政治をまった
くかえりみなかった（XM－47）。やがて、過度の房事のために、体をこわしながら、医者の欝
葉を聞き入れず、ついに肺病のため子を見ぬまま死んでしまう（X｝X－48～53）。大臣たちは、
病気が広まらないように、彼の遺体を王宮の庭でこっそりと火葬にする（X玉X－54）。壷統その
ものは、身ごもった王妃の一人が玉座についたことで、その後も続くことが暗示されているが、
ilラグ王統譜』最後の王としては、いかにもさびしい死に方である。
　十分な後宮をもちながら、つぎつぎに新しい女を求める彼の様子は、Kの戯曲1晦1¢霧腋
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gn’mitraのAgnimitra王の姿を彷彿させる。　A騨var聡が特異という理由は、彼がDi｝lpa、　Rama
の血をひくラグ王家に属する王でありながら、彼以前の理想的人物像の枠から、ひとりはずれて
いるためである。
　なぜKがこのような王を物語の最後で描いたのかは謎であるが、すくなくともKの岡情が
Agnivamaにないことだけはあきらかである。誕生から成人となるまでの記述がまったくない。
死に至る経過についてもKの筆は冷淡そのものである。これを見れば、Ag賊va憩aをたとえば
反理想的な人物として、そこに何かの意味を認め、積極的に描こうという意図がKにあったとは
思われない。
　しかし、今露のインドの文学に親しんだ匿から、Agnivar！taを眺めると、そこに新鮮な驚きが
ある。それは彼が、おおっぴらに好色な人關として描かれているという事実である。肯定的にと
らえようと、否定的にとらえようと、事実として性愛に耽る人間を克鰐に描くということは、翼
代イソド文学では希有のことである。KがAgnivamaに対して好意的でないことは確かだが、
王の好色振りを描くこと自体には抵抗を感じていないこともまたまちがいない。Kは男女の性交
の特殊な体位の一つにさえ言及しているのである（XM－32）。王の姿に仮託して、詩人霞らの
性愛に関する知識を披澄するという賃的があったためと思われるが、その大らかさはなんといっ
ても注目に値する。昔も今もどこにでもいるはずの好色、淫蕩な人物像が、現代のイソド文学に
はどこにも見られず、150◎年も前の作品の中でしか見られないというのは、文化の不思議な断絶
というぺきであろう。現代インド文学のもつ性的問題に関する極度の潔癖性は、古典時代のイン
F文学には無縁のものであった。
　そのような視点からAgnivarnaを見なおしてみると、彼は興味ある人物像を提供してくれて
いる。大臣たちから臣民が拝謁したがっていると懇願されると、彼は窓から片足を突き鐵して見
せた（X双一7）。逡引の絹手をわざと待たせて、そのじれる様子を盗み聞きする（XM－18）。
王妃たちにばれる恐れから、侍女と交わりながら、彼はふるえている（XM－23）。溺の女に会
いに行くために、そそくさとわきから逃れようとして、女にののしられ、髪をつかんで引き止め
られる（XIX－31）。夜を徹して女に接し、昼闘は寝てばかり（X双一34）。医老に止められて
も、いっこうに女を慎もうとせず、あげくに衰えきって死んでしまう（X嬢一48～53）。性愛描
写自体はR以外にも、Kの別のM蝕欲avyaである、　Kumarasczmbhaca　ecも相当に濃厚なものが
ある。また、そうした表現がかならずしもすべてKの独創ではなく、当時の文学表現上の定形に
したがった部分も多いであろう。しかし、ところどころにあるかなり際どい細部にわたる描写を
含むAgnivar聰王の姿は、性愛に淫した人物像の一典型として重要なものであることにかわり
はない。
おわりに
　今回とりあげた4人の王は、いずれもなんらかの枠にはめられた典型的な人物像であって、独
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立した偶性の陰影と深みを欠いている。Agnivan　ta王を除けば、それぞれ理想化の程度がはな
はだしく、読者にとっては基本的にはただ仰ぎ見るしかない人物である。Dilipa、　Ajaはともか
く、Raghu王に関してはその典型としての造形さえも不十分である。　Ag癒va恥aについても、
彼の人間そのものを描くことにKが関心を持っていたとは思えない。その意味で、現代イソド文
学にヨ頃感じている不満、すなわちモラルの偏重による浅薄な人間理解にたいする不満を、ここ
でも覚えざるを得ない。一方で、性愛に関する両者の態度には栢当な開きがあり、現代文学の道
学者的態度がいつ、どこから生まれたものか、これはこれで興味深い問題である。
　性愛描写に関する大らかさを別にすれば、人閻が自分の属する階級と社会の規範と道徳にたい
して、忠実であることが要求されているという点で、Rに描かれた理想的王たちの姿は、翼代イ
ンド文学の中の、正義ばかりを好む登場人物たちと本質的に共通するものを含んでいる。Rには、
本来苦行の権利をもたないシュードラ階級の男が、神の地位を得ようと人知れぬ森で苦行をした
ところ、何の関係もないバラモソ階級の男の幼い息子が死ぬという挿話が描かれている。Rama
IiE　lsシュードラを殺し、死んだ子供は生き返る（XV一覗～57）。ここでは誰か歓会の規範を破
る者がいれば、たとえその行為が行為自体としては他のどの個人とも関わりのないものであって
も、それによってただちに現実の挽会悪が生じるという思想が表明されている。いわば社会全体
の秩序・安寧の維持と、一人一人のきわめて個人的な行為とが有機的に結びついているのである。
　シュードラにはシュードラの義務があり、武士には武士の義務があるとすれぱ、バラモソたる
文学者、詩人にもまた守るべき義務と規範があるはずで、それから逸説することは社会全体に害
毒を及ぼすことになると、K自身が考えていなかっただろうか。また、現代の文学者たちもほぼ
岡じことを半ば無意識にでも考えていないだろうか。Rにおいて理想的王侯のあるべぎ姿を描い
たKの心中には、宮廷詩人として眼前のバトUソを書ばせるという昌的とは別に、詩人として被
　　　　　　　　　ダルマ
会にたいして当然の義務を果たしているという意識がなかっただろうか。現代のイソドの詩人が、
むき出しに裁会正義を唱えるとき、彼の心中にさまざまな現世的な欲望とは別に、被会にたいす
るこの伝統的な責妊の意識が潜んではいないだろうか。一国の現代文学と古典文学との問に、あ
る一貫する性格が見られることはむしろ当然であるとすれば、あるがままの人間像よりもあるべ
き人間像への偏愛というRに顕著な傾向は、現代文学の理解にあたっても、貴重な示唆をあたえ
てくれるQ
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